
輸出額
（百万円）

輸出額
（百万円）

 牛　肉 869 ｔ 6,202 1,642 ｔ 11,431

 豚　肉 330 ｔ 411 205 ｔ 264

 鶏　肉 1,377 ｔ 264 948 ｔ 287

 鶏　卵 563 ｔ 146 1,370 ｔ 366

計 3,138 t 7,024 4,164 t 12,348

133 ｔ 221 605 ｔ 1,140 約9.0 倍

 さつまいも 202 ｔ 65 1,488 ｔ 645

 きんかん 7 ｔ 10 15 ｔ 20

 その他 132 ｔ 22 480 ｔ 103

計 341 ｔ 97 1,983 ｔ 768

112,157 ㎥ 1,222 256,528 ㎥ 3,330 約2.9 倍

 養殖ブリ・

 カンパチ等

15,492 31,061 約3.2 倍

※ラウンドの関係で合計が合わない場合がある

  約1.2 倍

約2.6 倍

  約13.2 倍

約5.7 倍

約3.2 倍

約4.0 倍

約3.2 倍

－－

合 計 15,492 31,061 約500

その他 －－ 1,786 約48

米　国 6,953 14,460 約221

Ｅ  Ｕ 875 2,232 約35

中　国 －－ 3,169 約32 －－

韓　国 －－ 953 約15 －－

台　湾 370 2,602 約49

タ　イ 370 513 約21

香　港 4,495 4,114 約55

シンガポール 733 1,232 約19

輸出目標額（国・地域別別）

項目

2016年度（平成28年度）

（基準年度）
2021年度（令和３年度）

（現状）
2025年度（令和７年度）

（目標年度）
R7/H28

（輸出額）輸出額
（百万円）

輸出額
（百万円）

輸出額
（億円）

13,475 約200 約2.9 倍

合 計 約500

水
産
物

4,576 ｔ 6,927 12,193 ｔ

青
果
物

約14 約14.4 倍

 木材（丸太等） 約36

畜
産
物

約225 約3.2 倍

 お　茶 約20

輸出目標額(品目別)

項目

2016年度（平成28年度）

（基準年度）
2021年度（令和３年度）

（現状）
2025年度（令和７年度）

（目標年度）
R7/H28

（輸出額）輸出量 輸出量 輸出額
（億円）
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第５ ビジョンの実現に向けた戦略的取組

戦略的取組として，県産農林水産物の輸出サプライチェーン

を『つくる』，『あつめる・はこぶ』，『うる』の３つに柱立てし，

それぞれに『かう』側の視点を意識した取組を進めます。

１ 『つくる』

輸出相手国・地域の動植物検疫等に対応した生産・加工技術の

確立と普及や国際的な制度の認証取得の促進を図り，輸出に取り

組む農林漁業関係者の裾野を広げるとともに，鹿児島の強みを生

かした産地づくりや海外のニーズに対応した商品づくりを進めま

す。

・ 取組１ 輸出に取り組む農林漁業者を確保・育成し，その裾

野を広げます。

・ 取組２ 海外でのマーケティング活動や情報収集等を通じ

て，輸出相手国・地域の市場のニーズ等の把握と生産

者への周知に努めます。

・ 取組３ AIやIoTなどを活用し，生産コストを引き下げなが

ら「産地づくり」や「産品づくり」を進めます。

・ 取組４ 農林水産物の輸出事業に精通した商社等と連携し，

海外のニーズに対応した商品づくりを推進します。

なお，ハラール圏への食肉等の輸出については，事

業者等の意向を踏まえながら進めます。

・ 取組５ 世界に通用するＧＡＰ・ＡＳＣ等の認証制度の取得

のための取組を推進します。

・ 取組６ 輸出相手国・地域の衛生基準に応じた加工施設の

ＨＡＣＣＰ認証取得への対応を推進します。

※ ＧＡＰ（Good Agricultural Practice:農業生産工程管理）とは
農業において，食品安全，環境保全，労働安全等の持続可能性を確保するため

の生産工程管理の取組を指している。

※ ＡＳＣ（Aquaculture Stewardship Council：水産養殖管理協議会）とは
水産養殖管理協議会(ASC)が定める責任ある養殖水産物を対象とする認証制度。

本基準に適合するものは，その養殖が，持続可能で，社会的責任を負い，環境的
にも適正に管理されたものとされる。
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２ 『あつめる・はこぶ』

産地間連携や複数品目の混載等によって一定のロットを確保す

るとともに，大隅加工技術研究センター等での青果物等の鮮度保

持技術の研究・開発等を進め，鹿児島の地理的優位性を生かした

船便などの活用による低コストで，なおかつ品質を保持した輸送

手段・ルートの確立を図ります。

・ 取組１ 産地づくりから集荷・販売まで一貫して取り組む集

荷組織等の確保と育成に努めます。

・ 取組２ 混載等によって一定量のロットを確保し，輸送コス

トの低減を図ります。

・ 取組３ 鹿児島の地理的優位性等を生かせる船便などの活用

を促進します。

・ 取組４ インターネットによる小口の輸出にも対応できる輸

送手段・輸出チャネルの構築を推進します。

・ 取組５ 大隅加工技術研究センター等において，青果物等の

鮮度保持技術の研究・開発を推進します。
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３ 『うる』

農林漁業関係者が一体となった強固な連携関係のもとで，海外
バイヤー等を招いた商談会の開催などを通じて，個々の商品に関
する情報の提供や多くの外国人に県産農林水産物の魅力を伝える
プロモーション活動を展開することにより，海外における県産農
林水産物への理解を促進し，「かごしまブランド」の確立と各品
目のブランドイメージを高めながら，需要の拡大を図ります。

・ 取組１ 海外での商談会やフェア等に積極的に参加するとと
もに，バイヤーや現地消費者に県産品の魅力をＰＲで
きる人材の育成に努めます。

・ 取組２ 販売指定店の拡大や地理的表示（ＧＩ）への登録の
促進，ＳＮＳ等を活用した身近な調理方法の紹介や鹿
児島の食文化情報の積極的な海外発信などにより，海
外での販売促進活動を展開します。

・ 取組３ 輸出用の統一ロゴの作成などによって，鹿児島のブ
ランドイメージの統一化を図り，県産農林水産物の認
知度の向上を図ります。

・ 取組４ インバウンドの観光客などをターゲットに，多くの
外国人に県産農林水産物の魅力を体感していただき，
県産品の愛好者を増やします。

・ 取組５ 輸出先の販売業者の意向等を踏まえながら，県域を
越えた広域的な連携などにより，通年的な輸出品目の
確保に努めます。

・ 取組６ ＥＣサイトなどを含め，多様な販売ツールの確保に
努めます。

・ 取組７ 鹿児島港等に寄港するクルーズ船への食材供給の可
能性を探ります。

※ ＳＮＳ（Social Network Service）とは
人と人とのコミュニケーションを促進し，社会的なネットワークの構築を

支援するインターネットサービスのこと。

※ ＥＣサイト（Electronic Commerce）とは

商品やサービスを，インターネット上での独自運営のウェブサイトで販売
するサイトのこと。
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第６ 輸出重点品目の輸出国・地域別輸出拡大戦略

（１）農林水産物・食品の輸出に関する輸出相手国・地域
の基礎データ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29

（２）輸出重点品目別戦略 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 30

ア 牛 肉
イ 豚 肉
ウ 鶏 肉〈モミジ（鶏足）を含む〉
エ 鶏 卵
オ お 茶
カ さつまいも
キ きんかん
ク 木材（丸太等）
ケ 水産物（養殖ブリ・カンパチ等）

（３）今後輸出拡大が期待される品目 ・・・・・・・・・・・ 39

ア 米 粉
イ 切り花等（切り花加工品含む）

（４）輸出重点国・地域別戦略（国・地域別基礎データ）・・・ 40

ア 香 港
イ シンガポール
ウ 台 湾
エ タ イ
オ 中 国
カ 韓 国
キ 米 国
ク ＥＵ等

※１ 国・地域別基礎データのうち，基礎データ(人口，一人当たりGDP，実質GDP成長率)，
制度的制約，消費者の味覚・嗜好上の特徴，商流・商習慣，外食・小売等の状況，
日本食の普及状況は，「海外マーケティング基礎情報」（独立行政法人日本貿易振興
機構（ジェトロ））参考

※２ 基礎データ(面積，宗教)は，「農林水産業の輸出力強化戦略(平成29年５月)」（農
林水産省）より

※３ 基礎データ(為替レート)は県調べ
※４ 国・地域別基礎データのうち，日本との関係の項目については以下のとおり

日本からの農林水産物輸出状況：「農林水産物・食品の輸出額」(農林水産省)より
日本の直接投資額：「対外・対内直接投資（地域別・業種別）」（財務省）より
進出日系企業数：「海外進出日系企業拠点数調査」（外務省）より
在留邦人数：「海外在留邦人数調査統計」（外務省）より
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　（１）農林水産物・食品の輸出に関する輸出相手国・地域の基礎データ

航空便 船便
ＥＰＡ
締結

ＴＰＰ
参加国

定着 有望 制約 牛肉 豚肉 鶏肉 鶏卵
さつま
いも

きんか
ん

みかん
類

丸太 製材品 ブリ
カン
パチ

韓国 ７４０ｋｍ
（ソウル）

1～2日程度 2日程度 ○ × × × ○ ○ × × × ○ ◎ ○ ◎ ◎

中国 ８５０ｋｍ
（上海）

1～2日程度 2～10日程度 ○ × × × × × × × × ○ ◎ ○ ◎ ○

台湾
（台北）

１，１９０ｋｍ
（台北）

3～4日程度
※水産物は
1～2日程度

1週間程度
※畜産物は

2～4週間程度
○ ◎ × × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

香港 １，９７０ｋｍ
3～4日程度
※水産物は
1～2日程度

1～2週間程度
※畜産物は

2～4週間程度
○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎

タイ ３，６６０ｋｍ
 (バンコク）

3～4日程度 1週間程度 ○ ○ ◎ ◎ × × ◎ ◎ × ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

シンガポール ４，４００ｋｍ 1～4日程度 2週間程度 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

米国
９，９３０ｋｍ

（ニューヨーク）

1週間程度
※水産物は
1～2日程度

3～4週間程度 ○ ◎ × × ○ ◎ × × × ◎ ○ ◎ ◎ ◎

ＥＵ ９，０４０ｋｍ
 （フランス：パリ）

1週間程度
※水産物は
2～3日程度

3～4週間程度 ○ ○ ◎ × ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

注１：市場分類の欄の

　　　①「定着市場」：輸入制限が比較的小さく，日本食材の浸透度が高い国・地域

　　　②「有望市場」：日本食材は比較的浸透しており，今後の伸びが期待される国・地域

　　　③「制約市場」：日本食材の認知度は高いが，輸入に関する規制が大きい国・地域

注２：輸出可能の可否の欄の「◎」は本県から既に輸出されている品目，「○」は輸出可能，「×」は輸出不可の品目

切り花

青果物畜産物

お茶

木材 水産物

輸　出　可　能　の　可　否
市場分類

ア
　
ジ
　
ア
　
地
　
域

欧
　
米

本県からの
距離

(参考地点)
区　　分

国際連携協定輸出必要日数
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レ
等

の
高

級
部

位
だ

け
で

な
く

，
モ

モ
肉

や
カ

タ
肉

の
多

様
な

部
位

 
 
 
 
の

販
売

を
推
進

　
・

　
現

地
に

専
門

家
を

派
遣

し
，

調
理

方
法

（
す

き
焼

き
，

焼
き

肉
等

）
や

カ
ッ

ト
技

術
の

普
及

を
推
進

　
・

　
販

売
指

定
店

制
度

を
活

用
し

た
販

路
拡

大
を

推
進

そ
の

他
1
3
2
t

9
7
4
百

万
円

 
 
・

　
海

外
展

示
会

へ
の

出
展

に
よ

る
Ｐ

Ｒ
や

商
談

に
よ

る
販

路
拡
大

　
・

　
現

地
に

専
門

家
を

派
遣

し
，

調
理

方
法

（
す

き
焼

き
，

焼
き

肉
等

）
や

カ
ッ

ト
技

術
の

普
及

を
推
進

　
・

　
販

売
指

定
店

制
度

を
活

用
し

た
販

路
拡

大
を

推
進

合
　

計
1
,
6
4
2
t

1
1
,
4
3
1
百

万
円

畜
産

物

約
2
2
5
億

円
の

内
数

（
２

）
 
輸

出
重

点
品

目
別

戦
略

輸
　

出
相

手
国

・
地
域

2
0
2
1
年

度
（

令
和

３
年

度
）

（
現

状
）

2
0
2
5
年

（
令

和
７

年
度

）
（

目
標

年
度

）
取

組
内
容

輸
出

額
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イ
　

豚
　
肉

輸
出

量
輸

出
額

香
　

港
8
2
t

9
8
百

万
円

　
・

　
海

外
展

示
会

へ
の

出
展

に
よ

る
Ｐ

Ｒ
や

商
談

に
よ

る
販

路
拡

大
　

・
　

県
産

豚
肉

の
需

要
が

最
も

高
い

た
め

，
引

き
続

き
，

安
心

・
安

全
な

県
産

豚
肉

の
輸

出
　

　
拡

大
を

推
進

　
・

　
「

か
ご

し
ま

黒
豚

」
の

品
質

や
味

に
つ

い
て

の
Ｐ

Ｒ
を

改
め

て
展

開
　

・
　

外
食

率
が

高
い

た
め

，
ト

ン
カ

ツ
や

し
ゃ

ぶ
し

ゃ
ぶ

な
ど

日
本

食
レ

ス
ト

ラ
ン

を
タ

ー
　

　
ゲ

ッ
ト

に
販

売
を

推
進

　
・

　
販

売
指

定
店

制
度

を
活

用
し

た
販

路
拡

大
を

推
進

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

9
9
t

1
2
6
百

万
円

　
・

　
海

外
展

示
会

へ
の

出
展

に
よ

る
Ｐ

Ｒ
や

商
談

に
よ

る
販

路
拡

大
　

・
　

安
心

・
安

全
な

本
県

産
の

豚
肉

の
需

要
が

高
い

た
め

，
引

き
続

き
，

県
産

豚
肉

の
認

知
　

　
度

向
上

と
輸

出
拡

大
を

推
進

　
・

　
外

食
率

が
高

い
た

め
，

ト
ン

カ
ツ

や
し

ゃ
ぶ

し
ゃ

ぶ
な

ど
日

本
食

レ
ス

ト
ラ

ン
を

タ
ー

　
　

ゲ
ッ

ト
に

販
売

を
推

進
　

・
　

販
売

指
定

店
制

度
を

活
用

し
た

販
路

拡
大

を
推

進

台
　

湾
-

-

　
・

　
海

外
展

示
会

へ
の

出
展

に
よ

る
Ｐ

Ｒ
や

商
談

に
よ

る
販

路
拡

大
　

・
　

「
か

ご
し

ま
黒

豚
」

の
認

知
度

が
高

く
，

需
要

が
最

も
多

い
国

で
あ

り
，

引
き

続
き

，
　

　
安

心
・

安
全

な
「

か
ご

し
ま

黒
豚

」
の

輸
出

拡
大

を
推

進
　

・
　

日
本

食
レ

ス
ト

ラ
ン

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
ト

ン
カ

ツ
や

し
ゃ

ぶ
し

ゃ
ぶ

等
の

販
売

を
推

進
　

・
　

販
売

指
定

店
制

度
を

活
用

し
た

販
路

拡
大

を
推

進

そ
の

他
2
4
t

4
0
百

万
円

 
 
・

　
海

外
展

示
会

へ
の

出
展

に
よ

る
Ｐ

Ｒ
や

商
談

に
よ

る
販

路
拡

大
　

・
　

販
売

指
定

店
制

度
を

活
用

し
た

販
路

拡
大

を
推

進

合
計

2
0
5
t

2
6
4
百

万
円

畜
産

物

約
2
2
5
億

円
の

内
数

輸
　

出
相

手
国

・
地

域

2
0
2
1
年

度
（

令
和

３
年

度
）

（
現

状
）

2
0
2
5
年

度
（

令
和

７
年

度
）

（
目

標
年

度
）

取
組

内
容

輸
出

額
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ウ
　

鶏
　

肉
　

〈
モ

ミ
ジ

（
鶏

足
）

を
含

む
〉

輸
出

量
輸

出
額

香
　

港
9
4
8
t

2
8
7
百

万
円

　
・

　
こ

れ
ま

で
国

内
で

需
要

の
低

い
鶏

足
（

モ
ミ

ジ
）

が
中

心
で

あ
り

，
今

後
，

安
心

・
 
 
 
 
安

全
な

鶏
肉

の
輸

出
の

拡
大

を
推

進
　

・
　

唐
揚

げ
や

焼
き

鳥
な

ど
で

需
要

の
あ

る
日

本
食

レ
ス

ト
ラ

ン
等

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
販

 
 
 
 
売

を
推

進
　

・
　

価
格

は
高

い
も

の
の

，
平

成
2
9
年

本
年

５
月

に
か

ご
し

ま
ブ

ラ
ン

ド
に

産
地

指
定

さ
 
 
 
 
れ

た
「

黒
さ

つ
ま

鶏
」

「
さ

つ
ま

地
鶏

」
「

さ
つ

ま
若

し
ゃ

も
」

の
３

地
鶏

の
品

質
や

 
 
 
 
味

に
つ

い
て

の
Ｐ

Ｒ
を

展
開

畜
産

物

約
2
2
5
億

円
の

内
数

輸
　

出
相

手
国

・
地

域

2
0
2
1
年

度
（

令
和

３
年

度
）

（
現

状
）

2
0
2
5
年

度
（

令
和

７
年

度
）

（
目

標
年

度
）

取
組

内
容

輸
出

額
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エ
　

鶏
　
卵

輸
出

量
輸

出
額

香
　

港
1
,
3
7
0
t

3
6
6
百

万
円

　
・

　
香

港
は

鶏
卵

を
生

で
食

べ
る

習
慣

が
な

い
こ

と
か

ら
，

安
心

・
安

全
で

生
食

で
き

る
卵

　
　

で
あ

る
こ

と
の

Ｐ
Ｒ

を
展

開

畜
産

物

約
2
2
5
億

円
の

内
数

輸
　

出
相

手
国

・
地

域

2
0
2
1
年

度
（

令
和

３
年

度
）

（
現

状
）

2
0
2
5
年

度
（

令
和

７
年

度
）

（
目

標
年

度
）

取
組

内
容

輸
出

額
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オ
　

お
　
茶

輸
出

量
輸

出
額

米
　

国
2
4
5
t

7
7
0
百

万
円

　
・

　
日

本
食

ブ
ー

ム
の

影
響

や
健

康
志

向
の

高
ま

り
に

よ
り

人
気

の
抹

茶
及

び
旺

盛
な

　
　

需
要

の
あ

る
有

機
茶

に
つ

い
て

，
実

需
者

か
ら

求
め

ら
れ

る
輸

出
ロ

ッ
ト

を
確

保
す

　
　

る
た

め
，

抹
茶

の
原

料
と

な
る

て
ん

茶
や

有
機

茶
の

生
産

振
興

及
び

輸
出

に
向

け
た

　
　

加
工

・
貯

蔵
施

設
を

整
備

す
る

。

Ｅ
　

Ｕ
6
2
t

1
8
4
百

万
円

　
・

　
Ｅ

Ｕ
は

特
に

厳
し

い
残

留
農

薬
基

準
が

輸
出

に
当

た
っ

て
の

障
壁

に
な

っ
て

い
る

　
　

こ
と

に
加

え
，

有
機

に
対

す
る

嗜
好

が
強

い
こ

と
か

ら
，

有
機

茶
の

生
産

拡
大

を
進

　
　

め
る

。
　

・
　

専
門

店
で

の
リ

ー
フ

茶
の

販
売

が
多

い
た

め
，

有
機

茶
の

品
質

向
上

を
図

る
。

台
　

湾
2
6
5
t

1
1
3
百

万
円

　
・

　
輸

出
量

は
増

加
傾

向
に

あ
る

が
，

単
価

は
他

地
域

と
比

べ
て

低
い

こ
と

か
ら

，
カ

　
　

フ
ェ

等
で

の
需

要
が

見
込

ま
れ

る
抹

茶
や

煎
茶

の
輸

出
拡

大
や

国
際

水
準

Ｇ
Ａ

Ｐ
の

　
　

取
得

等
，

安
心

・
安

全
で

良
質

な
商

品
の

提
供

に
向

け
た

取
組

を
支

援
す

る
。

そ
の

他
2
9
t

7
3
百

万
円

　
・

　
ア

ジ
ア

地
域

に
お

い
て

は
，

近
隣

諸
国

の
低

価
格

な
茶

と
の

差
別

化
を

図
る

た
め

，
　

　
国

際
水

準
Ｇ

Ａ
Ｐ

の
取

得
等

，
安

心
・

安
全

で
高

品
質

な
茶

づ
く

り
を

支
援

す
る

。

合
　

計
6
0
5
t

1
,
1
4
0
百

万
円

約
2
0
億

円

輸
　

出
相

手
国

・
地

域

2
0
2
1
年

度
（

令
和

３
年

度
）

（
現

状
）

2
0
2
5
年

度
（

令
和

７
年

度
）

（
目

標
年

度
）

取
組

内
容

輸
出

額

う
ち

抹
茶

：
1
6億

円

う
ち

煎
茶

：
4
億

円
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カ
　

さ
つ

ま
い
も

輸
出

量
輸

出
額

香
　

港
5
6
5
t

2
1
9
百

万
円

　
・

　
小

さ
い

サ
イ

ズ
が

好
ま

れ
る

こ
と

か
ら

，
産

地
づ

く
り

の
中

で
，

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
集

　
　

荷
・

選
別

の
取

組
を

展
開

　
・

　
大

ロ
ッ

ト
で

輸
出

で
き

る
産

地
の

育
成

　
・

　
香

港
に

お
い

て
は

「
焼

き
芋

」
が

，
あ

ま
り

知
ら

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
，

商
談

等
で

　
　

積
極

的
な

Ｐ
Ｒ

を
展

開

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

5
6
6
t

2
6
4
百

万
円

　
・

　
大

ロ
ッ

ト
で

輸
出

で
き

る
産

地
の

育
成

　
・

　
県

内
港

湾
を

活
用

し
た

船
便

に
よ

る
輸

送
コ

ス
ト

の
低

減
　

・
　

所
得

が
高

い
こ

と
か

ら
，

富
裕

層
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
た

積
極

的
な

Ｐ
Ｒ

を
展

開

タ
　

イ
2
1
0
t

9
8
百

万
円

　
・

　
植

物
検

疫
証

明
書

を
添

付
す

る
こ

と
で

，
輸

出
は

可
能

　
・

　
輸

出
に

係
る

規
制

（
植

物
検

疫
証

明
，

残
留

農
薬

検
査

）
に

対
応

で
き

る
産

地
の

育
成

　
・

　
日

本
ブ

ラ
ン

ド
の

認
知

度
が

高
く

，
首

都
「

バ
ン

コ
ク

」
は

所
得

が
高

い
こ

と
な

ど
か

　
　

ら
，

商
談

等
で

生
鮮

及
び

加
工

品
積

極
的

な
Ｐ

Ｒ
を

展
開

台
　

湾
2
2
t

1
2
百

万
円

　
・

　
残

留
農

薬
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
リ

ス
ト

制
が

導
入

さ
れ

て
お

り
，

残
留

農
薬

基
準

が
日

本
国

　
　

内
と

異
な

る
こ

と
か

ら
，

台
湾

の
基

準
に

合
わ

せ
た

生
産

を
推

進
　

・
　

甘
み

が
強

く
，

調
理

し
や

す
い

小
サ

イ
ズ

の
も

の
が

好
ま

れ
る

こ
と

か
ら

，
産

地
づ

く
　

　
り

の
中

で
，

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
集

荷
・

選
別

の
取

組
を

展
開

そ
の

他
1
2
5
t

5
2
百

万
円

　
・

　
米

国
や

Ｅ
Ｕ

な
ど

青
果

で
の

輸
出

が
難

し
い

国
・

地
域

等
に

つ
い

て
は

，
加

工
品

 
 
 
 
（

冷
凍

焼
き

い
も

，
ペ

ー
ス

ト
等

）
で

の
輸

出
を

推
進

合
　

計
1
,
4
8
8
t

6
4
5
百

万
円

青
果

物

約
1
4
億

円
の

内
数

輸
　

出
相

手
国

・
地

域

2
0
2
1
年

度
（

令
和

３
年

度
）

（
現

状
）

2
0
2
5
年

度
（

令
和

７
年

度
）

（
目

標
年

度
）

取
組

内
容

輸
出

額
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キ
　

き
ん

か
ん

輸
出

量
輸

出
額

香
　

港
1
0
.
2
t

1
4
百

万
円

　
・

　
春

節
・

中
秋

節
等

の
贈

答
品

と
し

て
，

富
裕

層
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
た

輸
出

拡
大

に
向

　
　

け
た

Ｐ
Ｒ

を
展

開
　

・
　

中
間

層
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
た

手
頃

な
価

格
を

訴
求

し
た

産
品

の
売

り
込

み
を

推
進

台
　

湾
2
.
9
t

3
百

万
円

　
・

　
残

留
農

薬
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
リ

ス
ト

制
が

導
入

さ
れ

て
お

り
，

残
留

農
薬

基
準

が
日

本
国

　
　

内
と

異
な

る
こ

と
か

ら
，

台
湾

の
基

準
に

合
わ

せ
た

生
産

を
推

進
　

・
　

春
節

・
中

秋
節

等
の

贈
答

品
と

し
て

，
富

裕
層

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
積

極
的

な
Ｐ

Ｒ
　

　
を

展
開

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

1
.
7
t

2
百

万
円

　
・

　
所

得
が

高
く

，
果

物
を

好
ん

で
食

べ
る

こ
と

か
ら

，
商

談
等

で
県

産
か

ん
き

つ
類

も
あ

　
　

わ
せ

た
積

極
的

な
Ｐ

Ｒ
を

展
開

合
　

計
1
4
.
8
t

1
9
百

万
円

青
果

物

約
1
4
億

円
の

内
数

輸
　

出
相

手
国

・
地

域

2
0
2
1
年

度
（

令
和

３
年

度
）

（
現

状
）

2
0
2
5
年

度
（

令
和

７
年

度
）

（
目

標
年

度
）

取
組

内
容

輸
出

額
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ク
　

木
　

材
（

丸
太

等
）

輸
出
量

輸
出
額

中
　
国

2
3
2
千

㎥
2
,
9
1
5
百

万
円

　
・

　
丸

太
・

製
材

品
等

の
安

定
的

供
給

体
制

の
構
築

　
・

　
海

外
バ

イ
ヤ

ー
の

招
へ

い
等

に
よ

る
県

産
材

の
認

知
度

向
上

や
付

加
価

値
の

高
い

製
材

　
　

品
等

の
輸

出
拡

大
に

向
け

た
Ｐ

Ｒ
を

展
開

　
・

　
鹿

児
島

県
産

材
輸

出
サ

ポ
ー

タ
ー

が
実

施
す

る
商

談
等

の
取

組
を

支
援

　
・

　
競

争
力

の
あ

る
ス

ギ
・

ヒ
ノ

キ
内

装
材

等
の

普
及

を
推
進

韓
　
国

2
千

㎥
2
6
百

万
円

　
・

　
丸

太
・

製
材

品
等

の
安

定
的

供
給

体
制

の
構
築

　
・

　
海

外
バ

イ
ヤ

ー
の

招
へ

い
等

に
よ

る
県

産
材

の
認

知
度

向
上

や
付

加
価

値
の

高
い

製
材

　
　

品
等

の
輸

出
拡

大
に

向
け

た
Ｐ

Ｒ
を

展
開

　
・

　
鹿

児
島

県
産

材
輸

出
サ

ポ
ー

タ
ー

が
実

施
す

る
商

談
等

の
取

組
を

支
援

　
・

　
競

争
力

の
あ

る
ス

ギ
・

ヒ
ノ

キ
内

装
材

等
の

普
及

を
推
進

台
　
湾

1
7
千

㎥
2
2
6
百

万
円

　
・

　
丸

太
・

製
材

品
等

の
安

定
的

供
給

体
制

の
構
築

　
・

　
海

外
バ

イ
ヤ

ー
の

招
へ

い
等

に
よ

る
県

産
材

の
認

知
度

向
上

や
付

加
価

値
の

高
い

製
材

　
　

品
等

の
輸

出
拡

大
に

向
け

た
Ｐ

Ｒ
を

展
開

　
・

　
鹿

児
島

県
産

材
輸

出
サ

ポ
ー

タ
ー

が
実

施
す

る
商

談
等

の
取

組
を

支
援

　
・

　
競

争
力

の
あ

る
ス

ギ
・

ヒ
ノ

キ
内

装
材

等
の

普
及

を
推
進

米
　
国

2
千

㎥
1
3
1
百

万
円

　
・

　
製

材
品

等
の

安
定

的
供

給
体

制
の

構
築

　
・

　
海

外
バ

イ
ヤ

ー
の

招
へ

い
等

に
よ

る
県

産
材

の
認

知
度

向
上

や
付

加
価

値
の

高
い

製
材

　
　

品
等

の
輸

出
拡

大
に

向
け

た
Ｐ

Ｒ
を

展
開

　
・

　
鹿

児
島

県
産

材
輸

出
サ

ポ
ー

タ
ー

が
実

施
す

る
商

談
等

の
取

組
を

支
援

そ
の
他

3
千

㎥
3
2
百

万
円

　
・

　
丸

太
・

製
材

品
等

の
安

定
的

供
給

体
制

の
構
築

　
・

　
海

外
バ

イ
ヤ

ー
の

招
へ

い
等

に
よ

る
県

産
材

の
認

知
度

向
上

や
付

加
価

値
の

高
い

製
材

　
　

品
等

の
輸

出
拡

大
に

向
け

た
Ｐ

Ｒ
を

展
開

　
・

　
鹿

児
島

県
産

材
輸

出
サ

ポ
ー

タ
ー

が
実

施
す

る
商

談
等

の
取

組
を

支
援

　
・

　
競

争
力

の
あ

る
ス

ギ
・

ヒ
ノ

キ
内

装
材

等
の

普
及

を
推
進

合
　
計

2
5
7
千

㎥
3
,
3
3
0
百

万
円

※
　

ラ
ウ

ン
ド

の
関

係
で

合
計

が
合

わ
な

い
場

合
が

あ
る
。

約
3
6
億
円

輸
　
出

相
手

国
・

地
域

2
0
2
1
年
度
（
令
和
３
年
度
）

（
現
状
）

2
0
2
5
年
度
（
令
和
7
年
度
）

（
目
標
年
度
）

取
組

内
容

輸
出
額
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ケ
　

水
産

物
 
（

養
殖

ブ
リ

・
カ

ン
パ

チ
等
）

輸
出

量
輸

出
額

北
　

米
6
,
1
9
5
t

1
0
,
3
6
7
百

万
円

　
・

　
県

産
水

産
物

輸
出

先
と

し
て

８
割

を
占

め
，

最
重

要
輸

出
対

象
国

　
・

　
西

海
岸

だ
け

で
な

く
，

東
海

岸
や

内
陸

部
へ

の
商

圏
拡

大
を

図
る

　
・

　
現

地
で

の
浸

透
度

が
高

い
ブ

リ
は

，
現

地
料

理
や

現
地

系
小

売
，

家
庭

内
喫

食
等

で
消

 
 
 
 
 
 
費

の
裾

野
を

広
げ

，
浸

透
度

が
低

い
カ

ン
パ

チ
は

ま
ず

外
食

店
で

の
喫

食
機

会
を

拡
大

　
　

　
し

，
魚

種
自

体
の

P
R
を

図
る

　
・

　
H
A
C
C
P
の

実
施

が
求

め
ら

れ
て

お
り

，
基

準
を

満
た

す
た

め
に

必
要

な
施

設
整

備
を

進
め

　
　

　
る

ア
ジ

ア
地

域
等

5
,
8
3
9
t

2
,
7
3
7
百

万
円

　
・

　
養

殖
ブ

リ
を

中
心

に
徐

々
に

伸
び

て
き

て
い

る
と

こ
ろ

　
・

　
今

後
，

人
口

の
増

加
や

Ｇ
Ｄ

Ｐ
の

増
加

，
イ

ン
フ

ラ
整

備
の

拡
大

に
伴

い
需

要
の

伸
び

　
　

が
期

待
出

来
る

こ
と

か
ら

，
積

極
的

に
「

か
ご

し
ま

の
さ

か
な

・
水

産
加

工
品

」
の

新
規

　
　

市
場

の
開

拓
を

図
り

な
が

ら
，

取
扱

量
の

増
加

，
安

定
的

供
給

へ
の

取
組

を
支

援
　

・
　

国
毎

に
本

県
水

産
物

の
浸

透
度

や
タ

ー
ゲ

ッ
ト

市
場

が
異

な
る

た
め

，
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
　

　
グ

調
査

に
よ

り
国

毎
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
，

輸
出

戦
略

を
検

討
す

る

Ｅ
Ｕ

等
1
1
6
t

1
8
3
百

万
円

　
・

　
新

興
市

場
で

あ
り

，
現

在
，

ブ
リ

を
中

心
に

し
た

小
規

模
な

輸
出

が
行

わ
れ

て
い

る
と

　
　

こ
ろ

　
・

　
今

後
，

需
要

の
拡

大
が

伸
び

る
地

域
の

一
つ

で
あ

る
が

，
衛

生
管

理
に

関
す

る
施

設
の

　
　

認
定

・
登

録
が

最
も

厳
し

い
地

域
　

・
　

同
地

域
へ

の
市

場
の

参
入

へ
の

取
組

に
つ

い
て

は
，

生
産

・
加

工
・

流
通

ま
で

一
貫

し
　

　
た

製
品

管
理

が
必

要
が

あ
り

，
輸

出
の

円
滑

化
を

図
る

と
と

も
に

，
安

定
的

供
給

や
輸

出
　

　
の

円
滑

が
図

ら
れ

る
よ

う
な

衛
生

基
準

を
満

た
す

取
組

を
支

援

そ
の

他
4
3
t

1
8
8
百

万
円

 
 
・

　
国

毎
に

本
県

水
産

物
の

浸
透

度
や

タ
ー

ゲ
ッ

ト
市

場
が

異
な

る
た

め
，

テ
ス

ト
輸

出
な

 
 
 
 
ど

を
通

じ
て

国
毎

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

，
輸

出
戦

略
を

検
討

す
る

合
　

計
1
2
,
1
9
3
t

1
3
,
4
7
5
百

万
円

約
2
0
0
億

円

輸
　

出
相

手
国

・
地

域

2
0
2
1
年

度
（

令
和

３
年

度
）

（
現

状
）

2
0
2
5
年

度
（

令
和

７
年

度
）

（
目

標
年

度
）

取
組

内
容

輸
出

額
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ア
　

米
粉

輸
出

量
輸

出
額

Ｅ
Ｕ

等
4
0
t

1
5
百

万
円

　
・

　
欧

米
で

は
，

小
麦

粉
な

ど
に

含
ま

れ
る

タ
ン

パ
ク

質
（

グ
ル

テ
ン

）
の

摂
取

に
よ

り
引

　
　

き
起

こ
さ

れ
る

疾
患

の
増

加
に

伴
い

，
米

粉
な

ど
グ

ル
テ

ン
を

含
ま

な
い

（
ノ

ン
グ

ル
テ

　
　

ン
）

商
品

の
ニ

ー
ズ

が
高

い
　

・
　

農
林

水
産

省
が

策
定

し
た

「
米

粉
製

品
の

普
及

の
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

基
づ

く
　

　
「

ノ
ン

グ
ル

テ
ン

表
示

」
を

推
進

す
る

と
と

も
に

，
米

粉
製

品
の

輸
出

拡
大

に
向

け
た

市
　

　
場

調
査

や
マ

ッ
チ

ン
グ

活
動

を
推

進

イ
　

切
り

花
等

（
切

り
花

加
工

品
含

む
）

輸
出

量
輸

出
額

香
港

等
X

2
百

万
円

　
・

　
旧

正
月

向
け

を
中

心
に

花
の

需
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
，

現
地

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

た
上

　
　

で
，

輸
出

に
向

け
た

取
組

を
展

開
　

・
　

生
産

・
流

通
コ

ス
ト

の
削

減
や

他
品

目
と

の
混

載
も

前
提

と
し

た
，

輸
送

中
の

鮮
度

保
　

　
持

に
つ

い
て

も
検

討

（
３

）
今

後
輸

出
拡

大
が

期
待

さ
れ

る
品
目

輸
　

出
相

手
国

・
地

域

2
0
2
1
年

度
（

令
和

３
年

度
）

（
現

状
）

2
0
2
5
年

度
（

令
和

７
年

度
）

（
目

標
年

度
）

取
組

内
容

輸
出

額

約
2
0
～

2
5
百

万
円

取
組

内
容

輸
出

額

約
0
.
8
～

1
千

万
円

輸
　

出
相

手
国

・
地

域

2
0
2
1
年

度
（

令
和

３
年

度
）

（
現

状
）

2
0
2
5
年

度
（

令
和

７
年

度
）

（
目

標
年

度
）
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ア
　

香
　

港

輸
出

量
輸

出
額

牛
　

肉
5
3
3
t

2
,
9
3
9
百

万
円

　
・
　
外
食
率
が

高
い

た
め

，
レ

ス
ト

ラ
ン

等
外

食
産

業
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

，
ロ

ー
ス

や
ヒ

レ
　
　
等
の
高
級
部

位
だ

け
で

な
く

，
モ

モ
肉

や
カ

タ
肉

の
多

様
な

部
位

の
販

売
を

推
進

　
・
　
現
地
に
専

門
家

を
派

遣
し

，
調

理
方

法
（

す
き

焼
き

，
焼

き
肉

等
）

や
カ

ッ
ト

技
術

の
 
 
 
 
普
及
を
推
進

　
・
　
販
売
指
定

店
制

度
を

活
用

し
た

販
路

拡
大

を
推

進

豚
　

肉
8
2
t

9
8
百

万
円

　
・
　
県
産
豚
肉

の
需

要
が

最
も

高
い

た
め

，
引

き
続

き
，

安
心

・
安

全
な

県
産

豚
肉

の
輸

出
　
　
拡
大
を
推
進

　
・
　
「
か
ご
し

ま
黒

豚
」

の
品

質
や

味
に

つ
い

て
の

Ｐ
Ｒ

を
改

め
て

展
開

　
・
　
外
食
率
が

高
い

た
め

，
ト

ン
カ

ツ
や

し
ゃ

ぶ
し

ゃ
ぶ

な
ど

日
本

食
レ

ス
ト

ラ
ン

を
タ

ー
　
　
ゲ
ッ
ト
に
販

売
を

推
進

　
・
　
販
売
指
定

店
制

度
を

活
用

し
た

販
路

拡
大

を
推

進

鶏
　

肉

モ
ミ

ジ
（

鶏
足
）

を
含

む

9
4
8
t

2
8
7
百

万
円

　
・
　
こ
れ
ま
で

国
内

で
需

要
の

低
い

鶏
足

（
モ

ミ
ジ

）
が

中
心

で
あ

り
，

今
後

，
安

心
・

安
　
　
全
な
鶏
肉
の

輸
出

の
拡

大
を

推
進

　
・
　
唐
揚
げ
や

焼
き

鳥
な

ど
で

需
要

の
あ

る
日

本
食

レ
ス

ト
ラ

ン
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

販
売

を
　
　
推
進

　
・
　
価
格
は
高

い
も

の
の

，
平

成
2
9
年

本
年

５
月

に
か

ご
し

ま
ブ

ラ
ン

ド
に

産
地

指
定

さ
れ

 
 
 
 
た
「
黒
さ
つ

ま
鶏

」
「

さ
つ

ま
地

鶏
」

「
さ

つ
ま

若
し

ゃ
も

」
の

３
地

鶏
の

品
質

や
味

に
 
 
 
 
つ
い
て
の
Ｐ

Ｒ
を

展
開

鶏
　

卵
1
,
3
7
0
t

3
6
6
百

万
円

　
・
　
香
港
は
鶏

卵
を

生
で

食
べ

る
習

慣
が

な
い

こ
と

か
ら

，
安

心
・

安
全

で
生

食
で

き
る

卵
　
　
で
あ
る
こ
の

と
Ｐ

Ｒ
を

展
開

さ
つ

ま
い

も
5
6
5
t

2
1
9
百

万
円

　
・
　
小
さ
い
サ

イ
ズ

が
好

ま
れ

る
こ

と
か

ら
，

産
地

づ
く

り
の

中
で

，
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

集
 
 
 
 
荷
・
選
別
の

取
組

を
展

開
　
・
　
大
ロ
ッ
ト

で
輸

出
で

き
る

産
地

の
育

成
　
・
　
香
港
に
お

い
て

は
「

焼
き

芋
」

が
ブ

ー
ム

に
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

，
商

談
等

で
積

極
 
 
 
 
的
な
Ｐ
Ｒ
を

展
開

き
ん

か
ん

1
0
.
2
t

1
4
百

万
円

　
・
　
春
節
・
中

秋
節

等
の

贈
答

品
と

し
て

，
富

裕
層

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
輸

出
拡

大
に

向
　
　
け
た
Ｐ
Ｒ
を

展
開

　
・
　
中
間
層
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
た

手
頃

な
価

格
を

訴
求

し
た

産
品

の
売

り
込

み
を

推
進

養
殖

ブ
リ

等
9
6
t

1
4
5
百

万
円

　
・
　
日
本
食
が

浸
透

し
て

お
り

，
水

産
物

消
費

量
も

多
い

が
，

ブ
リ

・
カ

ン
パ

チ
は

さ
ほ

ど
 
 
 
 
普
及
し
て
い

な
い

た
め

，
日

本
食

レ
ス

ト
ラ

ン
で

の
消

費
拡

大
を

図
る

　
・
　
天
然
魚
を

好
む

な
ど

旬
や

鮮
度

の
概

念
が

浸
透

し
て

い
る

た
め

，
多

様
な

魚
種

や
養

殖
 
 
 
 
の
良
さ
に
つ

い
て

の
Ｐ

Ｒ
を

展
開

そ
の
他

X
X

合
　
計

4
,
1
1
4
百

万
円

約
5
5
億

円

（
４

）
輸

出
重

点
国

・
地

域
別

戦
略

（
国

・
地

域
別

基
礎

デ
ー

タ
）

輸
　

出
重

点
品

目

2
0
2
1
年
度
（
令
和
３
年

度
）

（
現
状
）

2
0
2
5
年
度
（
令
和
７
年
度
）

（
目
標
年
度
）

取
組

内
容

輸
出
額
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１
．

基
礎

デ
ー

タ

２
．

日
本

と
の

関
係

写
真

３
．

制
度

的
制

約

４
．

消
費

者
の

味
覚

・
嗜

好
上

の
特

徴

５
．

商
流

・
商

習
慣

７
．

日
本

食
の

普
及

状
況

香
港

基
本

情
報

６
．

外
食

・
小

売
等

の
状

況

・
日

本
か

ら
の

農
林

水
産

物
輸

出
状

況
：2

19
0
億

円
(２

位
)

（
農

産
物

6
8
.7

%，
林

産
物

0.
8
％

，
水

産
物

30
.5

％
)(

2
02

1
年

)

・
日

本
の

直
接

投
資

：5
,2

05
億

円
(2

02
1
年

)
・
進

出
日

本
企

業
数

：5
93

社
(2

02
1年

)
・
在

留
邦

人
数

：
24

,0
97

人
(2

02
1年

)

・
人

口
：
7
4
0万

人
(2

0
21

年
)

・
面

積
：
1
,1

0
3㎢

（東
京

都
の

約
半

分
）

・
宗

教
：
仏

教
，

道
教

，
キ

リ
ス

ト
教

・
為

替
レ

ー
ト

：
1
6.

9
2円

(１
香

港
ド

ル
，

20
2
3年

２
月

)
・
一

人
当

た
り

名
目

Ｇ
Ｄ

Ｐ
：4

9
,7

27
ド

ル
（
20

2
1年

）
・
実

質
Ｇ

Ｄ
Ｐ

成
長

率
：6

.3
％

(2
02

1
年

)

★

・
関

税
：
一

部
の

商
品

に
係

る
物

品
税

を
除

き
フ

リ
ー

・
食

品
栄

養
表

示
義

務
あ

り
。

・
残

留
農

薬
制

度
に

つ
い

て
，
CO

DE
X規

格
（
国

際
食

品
規

格
）に

準
ず

る
法

案
が

20
12

年
６

月
に

成
立

・
一

般
的

に
甘

味
を

お
い

し
い

と
認

識
す

る
傾

向
が

あ
り

（
た

だ
し

甘
す

ぎ
る

も
の

は
苦

手
）
，

甘
味

の
な

い
商

品
を

好
ま

な
い

。
ま

た
，

酸
味

の
あ

る
も

の
は

苦
手

。
・
家

庭
で

も
外

食
時

に
お

い
て

も
、

米
飯

と
お

か
ず

は
基

本
的

に
分

け
ら

れ
て

い
る

こ
と

が
多

く
，

特
に

家
庭

に
お

い
て

は
お

か
ず

を
取

っ
て

白
飯

の
上

に
の

せ
て

食
べ

る
こ

と
が

多
い

。
・
個

々
の

食
品

に
ま

つ
わ

る
う

ん
ち

く
に

左
右

さ
れ

や
す

い
。

・
食

品
小

売
業

は
地

元
資

本
の

２
グ

ル
ー

プ
が

7割
以

上
を

占
め

る
複

占
状

態
（
D

ai
ry

 F
ar

m
と

A
.S

.W
at

so
n
）
。

日
本

か
ら

の
生

鮮
食

品
は

日
系

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

の
取

り
扱

い
が

圧
倒

的
に

多
く
，

近
年

は
地

元
系

高
級

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

も
取

り
扱

わ
れ

て
い

る
よ

う
に

な
っ

た
。

・
昨

今
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

に
よ

り
家

庭
内

消
費

が
増

加
し

た
こ

と
か

ら
，

ネ
ッ

ト
通

販
の

利
用

者
が

増
え

，
例

え
ば

①
調

味
料

，
②

鶏
卵

，
③

加
工

食
品

等
，

手
軽

に
食

べ
ら

れ
る

食
品

へ
の

人
気

が
高

ま
っ

て
い

る
。

ま
た

，
高

層
住

宅
が

多
い

住
環

境
の

た
め

，
宅

配
し

や
す

く
，

軽
く
て

壊
れ

に
く
い

包
装

容
器

（
紙

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

）が
好

ま
れ

る
。

・
食

品
の

他
国

へ
の

物
流

中
継

拠
点

と
し

て
の

機
能

も
持

っ
て

い
る

。
・
賞

味
期

限
は

加
工

食
品

の
場

合
は

一
般

的
に

４
カ

月
以

上
必

要
。

・
旧

正
月

、
中

秋
節

に
食

品
の

ギ
フ

ト
を

贈
る

習
慣

が
あ

る
（
旧

正
月

は
主

に
水

産
乾

物
、

フ
ル

ー
ツ

、
箱

詰
菓

子
等

。
中

秋
節

は
主

に
月

餅
、

フ
ル

ー
ツ

等
）
。

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
に

よ
り

、
長

期
間

レ
ス

ト
ラ

ン
で

の
夜

間
の

飲
食

が
で

き
な

か
っ

た
が

、
当

該
規

則
の

緩
和

に
よ

っ
て

、
飲

食
業

月
別

売
上

高
は

2
0
2
0
年

と
2
02

1
年

を
比

較
す

る
と

，
1
7％

弱
増

。
・
レ

ス
ト

ラ
ン

の
営

業
制

限
の

中
，

テ
イ

ク
ア

ウ
ト

の
利

用
者

の
増

加
が

顕
著

。
・
自

炊
が

増
え

た
。

ま
た

、
高

級
食

材
を

購
入

し
て

、
自

宅
で

楽
し

む
傾

向
も

増
加

。

・
日

本
産

食
品

は
種

類
、

量
と

も
に

豊
富

で
あ

り
、

成
熟

市
場

。
・
長

期
に

わ
た

る
日

本
食

ブ
ー

ム
に

よ
り

，
引

き
続

き
日

本
料

理
（和

食
）は

中
華

料
理

や
西

洋
料

理
に

準
ず

る
プ

レ
ゼ

ン
ス

が
あ

る
。

特
に

ラ
ー

メ
ン

店
や

寿
司

チ
ェ

ー
ン

店
に

お
い

て
は

行
列

が
で

き
て

い
る

。
ま

た
日

本
の

外
食

産
業

の
香

港
へ

の
進

出
に

関
す

る
問

い
合

わ
せ

も
多

い
。

出
展

：
日

本
貿

易
振

興
機

構
（
ジ

ェ
ト

ロ
）
「
農

林
水

産
物

・
食

品
国

別
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

基
礎

情
報

」
よ

り
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イ
　

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

輸
出

量
輸

出
額

牛
　

肉
1
3
6
t

7
7
8
百

万
円

　
・
　
外
食
率
が

高
い

た
め

，
レ

ス
ト

ラ
ン

等
外

食
産

業
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

，
ロ

ー
ス

や
ヒ

レ
　
　
等
の
高
級
部

位
だ

け
で

な
く

，
モ

モ
肉

や
カ

タ
肉

の
多

様
な

部
位

の
販

売
を

推
進

　
・
　
現
地
に
専

門
家

を
派

遣
し

，
調

理
方

法
（

す
き

焼
き

，
焼

き
肉

等
）

や
カ

ッ
ト

技
術

の
 
 
 
 
普
及
を
推
進

　
・
　
販
売
指
定

店
制

度
を

活
用

し
た

販
路

拡
大

を
推

進

豚
　

肉
9
9
t

6
9
百

万
円

　
・
　
安
心
・
安

全
な

本
県

産
の

豚
肉

の
需

要
が

高
い

た
め

，
引

き
続

き
，

県
産

豚
肉

の
認

知
　
　
度
向
上
と
輸

出
拡

大
を

推
進

　
・
　
販
売
指
定

店
制

度
を

活
用

し
た

販
路

拡
大

を
推

進
　
・
　
外
食
率
が

高
い

た
め

，
ト

ン
カ

ツ
や

し
ゃ

ぶ
し

ゃ
ぶ

な
ど

日
本

食
レ

ス
ト

ラ
ン

を
タ

ー
　
　
ゲ
ッ
ト
に
販

売
を

推
進

さ
つ

ま
い

も
5
6
6
t

2
6
4
百

万
円

　
・
　
大
ロ
ッ
ト

で
輸

出
で

き
る

産
地

の
育

成
　
・
　
県
内
港
湾

を
活

用
し

た
船

便
に

よ
る

輸
送

コ
ス

ト
の

低
減

　
・
　
所
得
が
高

い
こ

と
か

ら
，

富
裕

層
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
た

積
極

的
な

Ｐ
Ｒ

を
展

開

き
ん

か
ん

1
.
7
t

2
百

万
円

　
・
　
所
得
が
高

く
，

果
物

を
好

ん
で

食
べ

る
こ

と
か

ら
，

商
談

等
で

県
産

か
ん

き
つ

類
も

あ
　
　
わ
せ
た
積
極

的
な

Ｐ
Ｒ

を
展

開

養
殖

ブ
リ

等
1
2
t

2
1
百

万
円

 
 
・
　
所
得
が
高
く

，
価

格
よ

り
も

品
質

が
重

視
さ

れ
る

傾
向

に
あ

る
た

め
，

高
級

和
食

店
で

　
　
の
拡
大
を
図

る
　
・
　
ブ
リ
，
カ

ン
パ

チ
の

認
知

度
は

低
い

こ
と

か
ら

，
品

質
の

安
定

性
な

ど
養

殖
魚

の
良

さ
　
　
を
訴
求
す
る

そ
の
他

X
X

合
　
計

1
,
2
3
2
百

万
円

約
1
9
億

円

輸
　

出
重

点
品

目

2
0
2
1
年
度
（
令
和
３
年

度
）

（
現
状
）

2
0
2
5
年
度
（
令
和
７
年
度
）

（
目
標
年
度
）

取
組

内
容

輸
出
額
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１
．

基
礎

デ
ー

タ

２
．

日
本

と
の

関
係

３
．

制
度

的
制

約

４
．

消
費

者
の

味
覚

・
嗜

好
上

の
特

徴

５
．

商
流

・
商

習
慣

７
．

日
本

食
の

普
及

状
況

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

基
本

情
報

６
．

外
食

・
小

売
等

の
状

況

・
日

本
か

ら
の

農
林

水
産

物
輸

出
状

況
：4

09
億

円
(８

位
)

（
農

産
物

8
3
.9

%，
林

産
物

1.
3
％

，
水

産
物

14
.8

％
)(

2
02

1
年

)

・
日

本
の

直
接

投
資

：1
兆

7
,1

33
億

円
(2

02
1
年

)
・
進

出
日

本
企

業
数

：8
82

社
(2

02
1年

)
・
在

留
邦

人
数

：
36

,2
00

人
(2

02
1年

)

・
人

口
：
5
4
5万

人
(2

0
21

年
)

・
面

積
：
約

7
16

㎢
（
東

京
23

区
と

同
程

度
）

・
宗

教
：
仏

教
，

イ
ス

ラ
ム

教
，

ヒ
ン

ド
ゥ

ー
教

，
道

教
ほ

か
・
為

替
レ

ー
ト

：
9
9.

8
1円

(１
S
G

ド
ル

，
2
02

3
年

２
月

)
・
一

人
当

た
り

名
目

Ｇ
Ｄ

Ｐ
：6

6
,2

63
ド

ル
（
20

2
1年

）
・
実

質
Ｇ

Ｄ
Ｐ

成
長

率
：7

.6
％

(2
02

1
年

)
★

・
食

肉
（
牛

肉
、

豚
肉

）
、

食
肉

加
工

品
の

輸
入

に
は

、
認

定
食

肉
処

理
施

設
に

よ
る

加
工

が
義

務
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
・
鶏

肉
、

鶏
肉

加
工

品
、

卵
製

品
の

輸
入

が
20

19
年

6月
1日

よ
り

解
禁

と
な

っ
た

。
輸

入
に

は
、

認
定

食
肉

処
理

施
設

に
よ

る
加

工
が

義
務

付
け

さ
れ

て
お

り
、

施
設

は
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
食

品
庁

の
認

定
が

必
要

。
・
20

21
年

6月
1日

よ
り

ト
ラ

ン
ス

脂
肪

酸
の

主
原

料
と

な
る

部
分

水
素

添
加

油
脂

（
PH

Os
）
を

含
む

食
品

の
輸

入
・製

造
・
販

売
が

禁
止

。

・
基

本
的

に
味

付
け

が
濃

く
、

ス
パ

イ
シ

ー
な

も
の

、
甘

い
も

の
を

好
む

。
・
ス

イ
ー

ツ
（特

に
北

海
道

産
）が

人
気

。
適

度
な

甘
さ

と
洗

練
さ

れ
た

パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

商
品

が
人

気
を

呼
ん

で
い

る
。

・
日

本
産

食
品

に
は

安
心

・安
全

・
健

康
と

い
っ

た
イ

メ
ー

ジ
が

あ
る

。

・
日

本
食

は
広

く
国

民
に

受
け

入
れ

ら
れ

て
お

り
、

人
気

の
日

本
食

レ
ス

ト
ラ

ン
が

多
数

存
在

。
・
政

府
は

国
内

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

状
況

に
応

じ
て

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
を

確
保

す
る

た
め

の
措

置
を

講
じ

て
お

り
、

2
02

0年
4月

上
旬

か
ら

6
月

下
旬

に
か

け
て

レ
ス

ト
ラ

ン
は

店
内

飲
食

が
禁

止
さ

れ
た

。
ま

た
、

20
21

年
は

5
月

中
旬

か
ら

7
月

中
旬

に
か

け
て

同
様

に
店

内
飲

食
が

禁
止

と
な

っ
た

。
（
テ

イ
ク

ア
ウ

ト
、

デ
リ

バ
リ

ー
は

可
）こ

の
影

響
に

よ
り

、
外

食
産

業
全

体
の

売
り

上
げ

は
、

規
制

が
強

化
さ

れ
る

と
減

少
し

、
規

制
が

緩
和

さ
れ

る
と

回
復

す
る

傾
向

に
あ

る
。

・
日

本
食

品
は

広
く
普

及
し

て
い

る
が

、
都

市
国

家
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
で

は
地

方
と

い
う

概
念

が
な

い
た

め
、

多
く
の

国
民

は
「○

○
県

産
」と

い
っ

た
こ

と
に

関
心

が
少

な
く
、

関
心

が
あ

る
の

は
「
メ

ー
ド

・
イ

ン
・ジ

ャ
パ

ン
」
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

ま
た

、
「
メ

ー
ド

・
イ

ン
・ジ

ャ
パ

ン
＝

高
価

格
」
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

も
あ

り
、

「
価

格
」
と

「
品

質
」
を

両
立

し
た

コ
ス

ト
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

の
よ

い
商

材
の

提
案

が
必

要
と

な
る

。

出
展

：
日

本
貿

易
振

興
機

構
（
ジ

ェ
ト

ロ
）
「
農

林
水

産
物

・
食

品
国

別
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

基
礎

情
報

」
よ

り

・
日

本
食

品
を

揃
え

る
高

・中
級

以
上

の
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

は
、

D
ai

ry
 F

ar
m

グ
ル

ー
プ

（
主

に
「C

o
ld

 S
to

ra
ge

」
）
と

N
T
U

C
グ

ル
ー

プ
（
主

に
「
F
ai

rP
ri
ce

 
F
in

e
st

」
）
で

大
半

の
シ

ェ
ア

を
占

め
て

い
る

。
・
日

本
食

品
小

売
に

つ
い

て
は

明
治

屋
と

伊
勢

丹
、

D
O

N
 D

O
N

D
O

N
K
I（

ド
ン

・
キ

ホ
ー

テ
の

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

店
）な

ど
の

品
揃

え
が

豊
富

だ
が

、
地

場
系

ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
で

も
日

本
食

品
専

用
棚

を
設

け
て

お
り

、
菓

子
や

加
工

食
品

の
購

入
が

可
能

。
・
空

輸
、

海
上

輸
送

（ド
ラ

イ
、

リ
ー

フ
ァ

ー
）
と

も
に

整
備

さ
れ

て
お

り
、

コ
ー

ル
ド

チ
ェ

ー
ン

も
確

立
さ

れ
て

い
る

。
一

般
的

に
日

本
か

ら
の

種
類

別
食

品
輸

入
の

割
合

は
、

生
鮮

食
品

（
2割

）、
非

生
鮮

食
品

+加
工

食
品

（8
割

）
と

言
わ

れ
て

い
る

が
、

生
鮮

食
品

は
空

輸
に

頼
る

ケ
ー

ス
が

多
く
、

運
賃

面
で

の
課

題
が

あ
る

。
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ウ
　

台
　

湾

輸
出
量

輸
出
額

牛
　
肉

2
5
3
t

1
,
4
3
8
百
万
円

 
 
・

　
レ

ス
ト

ラ
ン

等
外

食
産

業
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

，
ロ

ー
ス

や
ヒ

レ
等

の
高

級
部

位
だ

け
で

　
　

な
く

，
モ

モ
肉

や
カ

タ
肉

の
多

様
な

部
位

の
販

売
を

推
進

　
・

　
現

地
に

専
門

家
を

派
遣

し
，

調
理

方
法

（
す

き
焼

き
，

焼
き

肉
等

）
や

カ
ッ

ト
技

術
の

　
　

普
及

を
推
進

　
・

　
販

売
指

定
店

制
度

を
活

用
し

た
販

路
拡

大
を

推
進

豚
　
肉

－
－

　
・

　
「

か
ご

し
ま

黒
豚

」
の

認
知

度
が

高
く

，
需

要
が

最
も

多
い

国
で

あ
り

，
引

き
続

き
，

　
　

安
心

・
安

全
な

「
か

ご
し

ま
黒

豚
」

の
輸

出
拡

大
を

推
進

　
・

　
日

本
食

レ
ス

ト
ラ

ン
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

ト
ン

カ
ツ

や
し

ゃ
ぶ

し
ゃ

ぶ
等

の
販

売
を

推
進

　
・

　
販

売
指

定
店

制
度

を
活

用
し

た
販

路
拡

大
を

推
進

お
　
茶

2
6
5
t

1
1
3
百
万
円

　
・

　
輸

出
量

は
増

加
傾

向
に

あ
る

が
，

単
価

は
他

地
域

と
比

べ
て

低
い

こ
と

か
ら

，
カ

フ
ェ

 
 
 
 
等

で
の

需
要

が
見

込
ま

れ
る

抹
茶

や
煎

茶
の

輸
出

拡
大

や
国

際
水

準
Ｇ

Ａ
Ｐ

の
取

得
等
，

 
 
 
 
安

心
・

安
全

で
良

質
な

商
品

の
提

供
に

向
け

た
取

組
を

支
援

す
る
。

さ
つ

ま
い
も

2
2
t

1
2
百
万
円

　
・

　
残

留
農

薬
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
リ

ス
ト

制
が

導
入

さ
れ

て
お

り
，

残
留

農
薬

基
準

が
日

本
国

　
　

内
と

異
な

る
こ

と
か

ら
，

台
湾

の
基

準
に

合
わ

せ
た

生
産

を
推
進

　
・

　
甘

み
が

強
く

，
調

理
し

や
す

い
小

サ
イ

ズ
の

も
の

が
好

ま
れ

る
こ

と
か

ら
，

産
地

づ
く

　
　

り
の

中
で

，
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

集
荷

・
選

別
の

取
組

を
展
開

き
ん

か
ん

2
.
9
t

3
百
万
円

　
・

　
残

留
農

薬
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
リ

ス
ト

制
が

導
入

さ
れ

て
お

り
，

残
留

農
薬

基
準

が
日

本
国

　
　

内
と

異
な

る
こ

と
か

ら
，

台
湾

の
基

準
に

合
わ

せ
た

生
産

を
推
進

　
・

　
春

節
・

中
秋

節
等

の
贈

答
品

と
し

て
，

富
裕

層
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
た

積
極

的
な

Ｐ
Ｒ

　
　

を
展
開

木
　
材

（
丸

太
等
）

1
7
千

㎥
2
2
6
百
万
円

　
・

　
丸

太
・

製
材

品
等

の
安

定
的

供
給

体
制

の
構
築

　
・

　
海

外
バ

イ
ヤ

ー
の

招
へ

い
等

に
よ

る
県

産
材

の
認

知
度

向
上

や
付

加
価

値
の

高
い

製
材

　
　

品
等

の
輸

出
拡

大
に

向
け

た
Ｐ

Ｒ
を

展
開

　
・

　
鹿

児
島

県
産

材
輸

出
サ

ポ
ー

タ
ー

が
実

施
す

る
商

談
等

の
取

組
を

支
援

　
・

　
競

争
力

の
あ

る
ス

ギ
・

ヒ
ノ

キ
内

装
材

等
の

普
及

を
推
進

養
殖

ブ
リ
等

3
3
9
t

8
0
9
百
万
円

　
・

　
親

日
で

日
本

各
地

の
知

識
も

豊
富

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

本
県

の
多

様
な

近
海

産
鮮

魚
の

 
 
 
 
Ｐ

Ｒ
し

な
が

ら
，

本
県

か
ら

の
距

離
の

近
さ

を
生

か
し

た
鮮

魚
で

の
輸

出
な

ど
を

推
進

そ
の
他

X
X

合
　
計

2
,
6
0
2
百
万
円

約
4
9
億

円

輸
　
出

重
点

品
目

2
0
2
1
年

度
（

令
和

３
年

度
）

（
現

状
）

2
0
2
5
年

度
（

令
和

７
年

度
）

（
目

標
年

度
）

取
組

内
容

輸
出
額
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１
．

基
礎

デ
ー

タ

２
．

日
本

と
の

関
係

３
．

制
度

的
制

約

４
．

消
費

者
の

味
覚

・
嗜

好
上

の
特

徴

５
．

商
流

・
商

習
慣

７
．

日
本

食
の

普
及

状
況

台
湾

基
本

情
報

６
．

外
食

・
小

売
等

の
状

況
・
日

本
か

ら
の

農
林

水
産

物
輸

出
状

況
：1

,2
45

億
円

(４
位

)
（
農

産
物

7
5
.7

%，
林

産
物

2.
7
％

，
水

産
物

21
.5

％
)(

2
02

1
年

)

・
日

本
の

直
接

投
資

：1
,4

52
億

円
(2

02
1
年

)
・
進

出
日

本
企

業
数

：1
,3

10
社

(2
02

1年
)

・
在

留
邦

人
数

：
24

,1
62

人
(2

02
1年

)

・
人

口
：
2
,3

2
1.

5
万

人
(2

02
2
年

)
・
面

積
：
３

万
６

千
㎢

（九
州

と
ほ

ぼ
同

じ
）

・
宗

教
：
仏

教
，

道
教

，
キ

リ
ス

ト
教

・
為

替
レ

ー
ト

：
4
.4

5円
(１

台
湾

ド
ル

，
2
02

3
年

２
月

)
・
一

人
当

た
り

名
目

Ｇ
Ｄ

Ｐ
：3

3
,0

04
ド

ル
（
20

2
1年

）
・
実

質
Ｇ

Ｄ
Ｐ

成
長

率
：6

.4
5％

(2
02

1年
)

★

・
牛

肉
：
厚

生
労

働
省

が
認

定
し

台
湾

政
府

当
局

が
承

認
し

た
食

肉
処

理
施

設
に

由
来

す
る

こ
と

，
月

齢
30

カ
月

未
満

の
牛

に
由

来
す

る
こ

と
等

を
条

件
に

，
輸

入
可

能
。

・
豚

肉
：
日

本
の

豚
コ

レ
ラ

発
生

に
伴

い
輸

入
一

時
停

止
。

・
鶏

肉
：
輸

入
不

可
。

・
鶏

卵
：
日

本
の

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

発
生

に
伴

い
輸

入
一

時
停

止
。

・
一

般
的

に
､薄

味
が

好
ま

れ
る

。
台

湾
の

み
そ

汁
や

マ
ヨ

ネ
ー

ズ
等

は
日

本
人

に
と

っ
て

味
が

薄
か

っ
た

り
、

甘
く
感

じ
ら

れ
る

こ
と

も
多

い
。

・
香

辛
料

で
味

付
け

す
る

こ
と

が
多

い
。

ま
た

台
湾

バ
ジ

ル
（九

層
塔

）や
パ

ク
チ

ー
を

使
う

の
も

一
般

的
。

・
日

系
の

回
転

寿
司

や
高

級
寿

司
店

で
は

日
本

産
水

産
物

の
寿

司
ネ

タ
が

人
気

。

・
中

華
・
台

湾
料

理
の

次
に

日
本

食
レ

ス
ト

ラ
ン

の
数

が
多

い
。

日
式

と
呼

ば
れ

る
現

地
の

日
本

料
理

店
も

多
数

存
在

す
る

が
、

他
国

・地
域

と
比

較
し

て
、

相
対

的
に

レ
ベ

ル
は

高
い

。
・
全

般
的

に
薄

味
を

好
む

が
、

本
物

志
向

で
日

本
と

同
じ

味
を

好
む

層
も

増
え

て
お

り
、

味
付

け
を

ロ
ー

カ
ラ

イ
ズ

し
な

い
店

の
方

が
人

気
が

高
い

。
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

の
影

響
も

あ
り

、
料

理
や

食
料

品
等

の
宅

配
サ

ー
ビ

ス
が

普
及

し
て

い
る

。
72

％
の

消
費

者
が

利
用

し
た

こ
と

が
あ

る
、

と
い

う
調

査
報

告
が

あ
る

。
・
コ

ン
ビ

ニ
の

数
が

多
く
（2

02
1
年

末
：セ

ブ
ン

イ
レ

ブ
ン

約
6,

3
7
9軒

，
フ

ァ
ミ

リ
ー

マ
ー

ト
約

3
,9

8
0軒

）、
ス

ナ
ッ

ク
や

カ
ッ

プ
麺

、
弁

当
の

ほ
か

、
コ

ー
ヒ

ー
等

の
飲

料
が

よ
く
売

れ
て

い
る

。

・
日

本
産

食
品

は
種

類
、

量
と

も
に

豊
富

で
あ

り
、

成
熟

市
場

。
・
日

本
産

品
で

あ
れ

ば
一

度
は

ト
ラ

イ
ア

ル
で

使
っ

て
も

ら
え

る
可

能
性

が
あ

る
が

継
続

す
る

か
は

別
問

題
。

市
場

に
お

け
る

競
争

は
非

常
に

激
し

い
。

出
展

：
日

本
貿

易
振

興
機

構
（
ジ

ェ
ト

ロ
）
「
農

林
水

産
物

・
食

品
国

別
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

基
礎

情
報

」
よ

り

・
高

級
百

貨
店

（
S
O

G
O

、
微

風
広

場
、

新
光

三
越

、
高

島
屋

等
）の

高
級

ス
ー

パ
ー

で
は

日
本

産
食

品
が

豊
富

に
売

ら
れ

て
い

る
が

､一
般

ス
ー

パ
ー

や
量

販
店

で
売

ら
れ

て
い

る
日

本
産

食
品

は
調

味
料

等
一

部
の

食
品

の
み

。
・
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

、
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
、

レ
ス

ト
ラ

ン
等

で
冷

蔵
・冷

凍
品

も
問

題
な

く
流

通
し

て
お

り
、

独
自

の
コ

ー
ル

ド
チ

ェ
ー

ン
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

・
旧

正
月

、
中

秋
節

に
食

品
（高

級
フ

ル
ー

ツ
や

和
牛

等
）
の

ギ
フ

ト
を

贈
る

習
慣

が
あ

る
。
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エ
　

タ
　

イ

輸
出

量
輸

出
額

牛
　

肉
4
2
t

2
4
6
百

万
円

　
・
　
レ
ス
ト
ラ

ン
等

外
食

産
業

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
，

ロ
ー

ス
や

ヒ
レ

等
の

高
級

部
位

だ
け

で
　
　
な
く
，
モ
モ

肉
や

カ
タ

肉
の

多
様

な
部

位
の

販
売

を
推

進
　
・
　
現
地
に
専

門
家

を
派

遣
し

，
調

理
方

法
（

す
き

焼
き

，
焼

き
肉

等
）

や
カ

ッ
ト

技
術

の
　
　
普
及
を
推
進

　
・
　
販
売
指
定

店
制

度
を

活
用

し
た

販
路

拡
大

を
推

進

さ
つ

ま
い

も
2
1
0
t

9
8
百

万
円

　
・
　
植
物
検
疫

証
明

書
を

添
付

す
る

こ
と

で
，

輸
出

は
可

能
　
・
　
輸
出
に
係

る
規

制
（

植
物

検
疫

証
明

，
残

留
農

薬
検

査
）

に
対

応
で

き
る

産
地

の
育

成
　
・
　
日
本
ブ
ラ

ン
ド

の
認

知
度

が
高

く
，

首
都

「
バ

ン
コ

ク
」

は
所

得
が

高
い

こ
と

な
ど

か
 
 
 
 
ら
，
商
談
等

で
生

鮮
及

び
加

工
品

積
極

的
な

Ｐ
Ｒ

を
展

開

養
殖

ブ
リ

等
7
4
9
t

1
3
2
百

万
円

　
・
　
小
売
・
外

食
向

け
の

輸
出

は
，

ま
だ

少
な

い
こ

と
か

ら
，

ま
ず

は
，

首
都

バ
ン

コ
ク

で
，

 
 
 
 
日
本
食
レ
ス

ト
ラ

ン
や

百
貨

店
な

ど
に

季
節

性
に

応
じ

た
多

様
な

県
産

水
産

物
の

Ｐ
Ｒ

を
 
 
 
 
展
開

そ
の
他

X
X

合
　
計

5
1
3
百

万
円

約
2
1
億

円

輸
　

出
重

点
品

目

2
0
2
1
年
度
（
令
和
３
年

度
）

（
現
状
）

2
0
2
5
年
度
（
令
和
７
年
度
）

（
目
標
年
度
）

取
組

内
容

輸
出
額
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１
．

基
礎

デ
ー

タ

２
．

日
本

と
の

関
係

３
．

制
度

的
制

約

４
．

消
費

者
の

味
覚

・
嗜

好
上

の
特

徴

５
．

商
流

・
商

習
慣

７
．

日
本

食
の

普
及

状
況

タ
イ

基
本

情
報

６
．

外
食

・
小

売
等

の
状

況

・
日

本
か

ら
の

農
林

水
産

物
輸

出
状

況
：4

41
億

円
(７

位
)

（
農

産
物

5
1
.7

%，
林

産
物

1.
7
％

，
水

産
物

46
.6

％
)(

2
02

1
年

)

・
日

本
の

直
接

投
資

：3
,3

75
億

円
(2

02
1
年

)
・
進

出
日

本
企

業
数

：5
.8

56
社

(2
02

1年
)

・
在

留
邦

人
数

：
82

,5
74

人
(2

02
1年

)

・
人

口
：
6
,6

1
7万

人
(2

0
21

年
)

・
面

積
：
5
1
万

４
千

㎢
（日

本
の

約
1.

4
倍

）
・
宗

教
：
上

座
部

仏
教

，
イ

ス
ラ

ム
教

・
為

替
レ

ー
ト

：
3
.9

1円
(１

タ
イ

バ
ー

ツ
，

2
02

3
年

２
月

)
・
一

人
当

た
り

名
目

Ｇ
Ｄ

Ｐ
：7

,2
5
6ド

ル
（2

02
1
年

）
・
実

質
Ｇ

Ｄ
Ｐ

成
長

率
：-

6.
1
％

(2
02

0年
)

★

・
輸

入
許

可
証

取
得

な
ど

の
一

連
の

手
続

き
は

タ
イ

輸
入

業
者

が
行

う
。

加
工

さ
れ

て
い

な
い

生
鮮

食
品

な
ど

一
部

の
例

外
を

除
き

、
商

品
ご

と
に

タ
イ

当
局

へ
の

登
録

が
必

要
。

・
野

菜
・
果

物
に

つ
い

て
は

、
植

物
防

疫
で

の
規

制
及

び
食

品
衛

生
の

規
制

が
あ

り
，

品
目

に
よ

っ
て

必
要

な
対

応
が

異
な

る
た

め
注

意
が

必
要

で
あ

る
。

・
コ

メ
，

茶
な

ど
一

部
品

目
に

関
税

割
当

が
設

定
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

植
物

防
疫

上
の

理
由

か
ら

玄
米

は
輸

入
不

可
。

（
精

米
は

植
物

検
疫

証
明

書
の

添
付

で
輸

入
可

）

・
甘

み
、

辛
味

、
酸

味
の

は
っ

き
り

し
た

味
が

好
ま

れ
る

。
ま

た
、

主
食

を
食

べ
る

前
に

ナ
ン

プ
ラ

ー
、

砂
糖

、
唐

辛
子

等
自

分
好

み
の

調
味

料
を

付
け

足
す

こ
と

が
一

般
的

で
あ

る
。

健
康

志
向

の
高

ま
り

か
ら

健
康

イ
メ

ー
ジ

の
あ

る
日

本
食

の
人

気
が

高
い

。

・
日

本
産

食
品

が
販

売
さ

れ
る

小
売

店
は

、
高

級
デ

パ
ー

ト
、

日
系

ス
ー

パ
ー

が
中

心
。

品
目

に
よ

り
タ

イ
現

地
産

や
他

国
産

と
競

合
。

・
近

年
、

F
o
o
dP

an
da

、
G

ra
bF

o
o
dな

ど
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ア

プ
リ

で
の

食
品

配
送

サ
ー

ビ
ス

が
普

及
し

て
き

て
い

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
禍

で
デ

リ
バ

リ
ー

市
場

が
拡

大
。

・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

感
染

者
数

が
多

い
時

期
に

は
、

バ
ン

コ
ク

を
含

む
一

部
地

域
で

飲
食

店
の

店
内

飲
食

禁
止

（デ
リ

バ
リ

ー
・テ

イ
ク

ア
ウ

ト
営

業
の

み
）
や

ア
ル

コ
ー

ル
飲

料
の

提
供

禁
止

等
の

措
置

。
2
02

2
年

7
月

現
在

、
規

制
は

ほ
ぼ

解
除

。

・
毎

月
の

よ
う

に
開

催
さ

れ
る

日
本

産
食

品
フ

ェ
ア

、
多

く
存

在
す

る
日

本
食

レ
ス

ト
ラ

ン
等

に
よ

り
日

本
産

食
品

へ
の

人
々

の
認

識
は

高
く
、

市
場

と
し

て
の

成
熟

度
は

高
い

。
・
麺

文
化

が
あ

る
こ

と
か

ら
ラ

ー
メ

ン
は

人
気

が
あ

る
。

日
本

料
理

は
寿

司
や

刺
身

な
ど

の
イ

メ
ー

ジ
が

強
か

っ
た

が
、

最
近

は
う

ど
ん

や
そ

ば
の

店
も

日
本

か
ら

進
出

し
て

い
る

。
と

ん
か

つ
、

お
好

み
焼

き
、

居
酒

屋
料

理
な

ど
も

人
気

が
あ

る
。

出
展

：
日

本
貿

易
振

興
機

構
（
ジ

ェ
ト

ロ
）
「
農

林
水

産
物

・
食

品
国

別
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

基
礎

情
報

」
よ

り

・
旧

正
月

，
ク

リ
ス

マ
ス

に
中

華
系

を
中

心
に

，
バ

ス
ケ

ッ
ト

等
に

よ
り

詰
め

合
わ

せ
の

ギ
フ

ト
を

贈
る

習
慣

が
あ

る
。

・
輸

入
に

当
た

っ
て

は
輸

入
業

務
ラ

イ
セ

ン
ス

が
必

要
で

，
輸

入
許

可
手

続
き

は
タ

イ
に

法
人

格
が

あ
る

企
業

の
み

可
能

。
タ

イ
系

大
手

小
売

企
業

は
，

確
実

に
売

れ
ゆ

き
が

見
込

め
る

商
品

以
外

は
棚

代
を

徴
収

し
，

売
れ

残
り

リ
ス

ク
を

サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

が
負

担
す

る
。

棚
代

に
2
0～

30
％

を
要

し
、

輸
入

業
者

の
利

益
を

失
っ

て
し

ま
う

ケ
ー

ス
が

あ
る

。
・
輸

入
業

者
が

卸
を

兼
ね

て
い

る
場

合
が

多
い

。
小

売
、

レ
ス

ト
ラ

ン
へ

の
配

送
の

た
め

の
保

冷
車

等
も

保
有

し
て

い
る

。
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オ
　

中
　

国

輸
出

量
輸

出
額

木
　

材
（

丸
太

等
）

2
3
2
千

㎥
2
,
9
1
5
百

万
円

　
・

　
丸

太
・

製
材

品
等

の
安

定
的

供
給

体
制

の
構

築
　

・
　

海
外

バ
イ

ヤ
ー

の
招

へ
い

等
に

よ
る

県
産

材
の

認
知

度
向

上
や

付
加

価
値

の
高

い
 
 
 
 
製

材
品

等
の

輸
出

拡
大

に
向

け
た

Ｐ
Ｒ

を
展

開
　

・
　

鹿
児

島
県

産
材

輸
出

サ
ポ

ー
タ

ー
が

実
施

す
る

商
談

等
の

取
組

を
支

援
　

・
　

競
争

力
の

あ
る

ス
ギ

・
ヒ

ノ
キ

内
装

材
等

の
普

及
を

推
進

養
殖

ブ
リ

等
1
,
5
2
0
t

2
5
5
百

万
円

　
・

　
水

産
物

の
輸

出
に

関
す

る
施

設
の

認
定

・
登

録
が

厳
し

い
国

の
一

つ
で

あ
り

，
市

 
 
 
 
場

参
入

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

は
，

試
験

的
な

取
組

か
ら

大
量

輸
出

の
段

階
へ

と
 
 
 
 
取

扱
量

の
増

大
を

図
る

と
と

も
に

，
安

定
的

供
給

や
輸

出
の

円
滑

が
図

ら
れ

る
よ

う
 
 
 
 
な

衛
生

基
準

を
満

た
す

取
組

を
支

援

合
　
計

－
－

3
,
1
6
9
百

万
円

約
3
2
億

円

輸
　

出
重

点
品

目

2
0
2
1
年
度
（
令
和
３
年

度
）

（
現
状
）

2
0
2
5
年
度
（
令
和
７
年
度
）

（
目
標
年
度
）

取
組

内
容

輸
出
額
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１
．

基
礎

デ
ー

タ

２
．

日
本

と
の

関
係

３
．

制
度

的
制

約

４
．

消
費

者
の

味
覚

・
嗜

好
上

の
特

徴

５
．

商
流

・
商

習
慣

７
．

日
本

食
の

普
及

状
況

中
国

基
本

情
報

６
．

外
食

・
小

売
等

の
状

況

・
日

本
か

ら
の

農
林

水
産

物
輸

出
状

況
：2

,2
23

億
円

(１
位

)
（
農

産
物

6
2
.7

%，
林

産
物

10
.7

％
，

水
産

物
2
6.

5
％

)(
20

21
年

)

・
日

本
の

直
接

投
資

：1
兆

4
95

億
円

(2
02

1
年

)
・
進

出
日

本
企

業
数

：3
1,

0
47

社
(2

0
21

年
)

・
在

留
邦

人
数

：
10

7,
7
15

人
（
香

港
，

マ
カ

オ
含

む
）
(2

0
21

年
)

・
人

口
：
1
4
億

1
,2

60
万

人
(2

02
1
年

)
・
面

積
：
約

9
60

万
㎢

（日
本

の
約

26
倍

）
・
宗

教
：
仏

教
，

イ
ス

ラ
ム

教
，

キ
リ

ス
ト

教
な

ど
・
為

替
レ

ー
ト

：
1
9.

4
1円

(１
人

民
元

，
2
02

3
年

２
月

)
・
一

人
当

た
り

名
目

Ｇ
Ｄ

Ｐ
：1

2
,5

51
ド

ル
（
20

2
1年

）
・
実

質
Ｇ

Ｄ
Ｐ

成
長

率
：8

.1
％

(2
02

1
年

)

★

・
家

き
ん

類
お

よ
び

そ
の

製
品

は
輸

入
禁

止
。

偶
蹄

目
動

物
お

よ
び

そ
の

製
品

は
、
20

19
年

12
月

19
日

付
で

口
蹄

疫
禁

令
が

解
除

（
海

関
・農

業
農

村
部

20
19

年
第

20
0号

）
、

ま
た

生
後

30
カ

月
以

下
の

牛
の

骨
な

し
肉

禁
令

を
解

除
（
海

関
・
農

業
農

村
部

20
19

年
第

20
2号

）
さ

れ
た

が
、

輸
入

再
開

に
向

け
た

諸
条

件
が

整
っ

て
お

ら
ず

、
実

質
的

に
は

ま
だ

輸
入

で
き

な
い

状
況

。
・
水

産
物

は
，

水
産

輸
出

施
設

の
登

録
、

衛
生

証
明

書
が

必
要

。
・
コ

メ
は

中
国

側
が

認
可

し
た

指
定

登
録

施
設

で
精

米
・く

ん
蒸

等
が

な
さ

れ
た

も
の

の
み

輸
出

で
き

る
。

・
地

域
に

よ
っ

て
味

付
け

の
好

み
が

大
き

く
異

な
る

。
北

京
周

辺
（華

北
地

域
）は

塩
辛

い
味

付
け

、
広

州
周

辺
（
華

南
地

域
）
は

さ
っ

ぱ
り

と
し

た
味

が
一

般
的

。
他

の
地

域
で

も
沿

海
部

の
上

海
周

辺
（華

東
地

域
）で

は
濃

い
味

、
甘

い
味

、
内

陸
の

中
部

地
域

で
香

辛
料

の
効

い
た

も
の

や
辛

い
味

が
好

ま
れ

る
。

・
華

東
地

域
の

外
食

産
業

は
20

22
年

4月
～

6月
の

ロ
ッ

ク
ダ

ウ
ン

に
よ

り
大

き
な

影
響

を
受

け
た

。
・
上

海
近

郊
、

中
国

の
２

級
都

市
と

い
っ

た
エ

リ
ア

に
高

級
な

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

モ
ー

ル
の

展
開

が
進

ん
で

お
り

、
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
モ

ー
ル

内
に

多
く
の

日
本

食
レ

ス
ト

ラ
ン

の
出

店
が

見
ら

れ
る

。
・
高

級
な

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

モ
ー

ル
に

入
っ

て
い

る
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

に
は

日
本

産
の

食
品

コ
ー

ナ
ー

が
必

ず
設

置
さ

れ
て

い
る

。
他

方
，

内
陸

部
の

地
場

系
ス

ー
パ

ー
で

は
日

本
産

食
品

の
取

扱
は

多
く
な

い
。

・
全

国
的

に
中

高
所

得
者

層
の

間
で

の
健

康
志

向
を

背
景

に
、

日
本

食
ブ

ー
ム

が
み

ら
れ

る
。

特
に

近
年

は
納

豆
や

健
康

に
良

い
と

言
わ

れ
る

商
品

の
人

気
が

高
い

。
・
水

産
物

は
，

日
本

食
レ

ス
ト

ラ
ン

の
ほ

か
、

寿
司

、
刺

身
等

の
惣

菜
と

し
て

小
売

店
で

も
販

売
さ

れ
て

い
る

が
、

消
費

の
多

く
は

日
本

食
レ

ス
ト

ラ
ン

で
あ

る
。

・
加

工
食

品
：
菓

子
類

、
清

涼
飲

料
水

、
調

味
料

類
の

食
文

化
は

日
本

と
共

通
点

が
多

い
。

現
地

産
（
中

国
）、

台
湾

、
韓

国
等

の
安

価
な

競
合

品
が

多
数

存
在

。

出
展

：
日

本
貿

易
振

興
機

構
（
ジ

ェ
ト

ロ
）
「
農

林
水

産
物

・
食

品
国

別
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

基
礎

情
報

」
よ

り

・
通

関
手

続
き

、
小

売
店

の
商

習
慣

上
、

賞
味

期
限

が
6カ

月
を

切
る

食
品

は
流

通
上

、
取

り
扱

い
が

困
難

。
・
委

託
販

売
が

主
流

で
、

小
売

店
（卸

売
含

む
）
参

入
の

た
め

の
諸

コ
ス

ト
（
口

座
開

設
・
維

持
費

、
バ

ー
コ

ー
ド

登
録

費
、

棚
管

理
費

、
折

々
の

催
事

協
力

費
）
が

必
要

。
た

だ
し

、
個

々
の

条
件

は
商

品
次

第
で

変
わ

る
の

が
実

情
。

・
日

本
食

品
は

高
値

で
取

引
さ

れ
て

お
り

、
一

般
的

に
商

品
回

転
率

は
低

い
。

・
日

本
産

食
品

の
イ

ン
ポ

ー
タ

ー
は

沿
岸

部
が

主
で

あ
り

、
内

陸
部

に
イ

ン
ポ

ー
タ

ー
は

少
な

い
。
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